
学校だより「さんさん、きらきら」は、本校の教育活動の周知や情報交換の目的で、１週間に１回程度発行します。先々

は、メールによる配信を考えています。 

 

 

 

 

『新年度を迎えて』                    
令和４年度が始まりました。お子様の進級、おめでとうございます。 

初めまして。川原小からまいりました校長の寺田成広と申します。保護者、地域の皆様には今後たくさんお

世話になると思います。よろしくお願いいたします。 

さて、一昨日は２年生以上の２３０名の子どもたちと、着任式や始業式、学級開き、大掃除を行いました。 

朝の登校では、一つ上がった学年の靴箱に張り出されたクラス編制名簿を見つめ、自分の名前、友達の名

前を発見して喜びの声をあげていました。（声が二階校長室まで届いていました。） 

着任式では、私を含めて１２名の職員と初めて顔を合わせました。転入者一人一人が挨拶をして少々時間

が長くなったのですが、どの子も話し手をよく見て、最後までしっかり話を聞いていました。その姿が嬉しく、ま

たこれからの学校生活が楽しみになりました。児童代表として、６年の岩●と●●さんと、三●か●●さんが、

歓迎の気持ちと、南陽小のよさを紹介してくれました。 

その後の始業式では、私から「今年度も、引き続き新型コロナウイルス感染防止対策に取り組むこと」、

「今年度の南陽小学校の目標と合言葉」について話をしました。(話の内容については、後日お伝えします。） 

その後には、子どもたちの大きな関心ごとの「担任等発表」をしました。（下に一覧を載せて

いますのでご確認ください。）  

児童代表の言葉では、４年中●ゆ●さんは「新しい学習をがんばること等」

を、６年江●ゆ●●さんは「新１年生のお世話をしっかり行う等」を、田●り●

●さんは「修学旅行が楽しみである、下級生に優しく接する等」を、内容を覚え

て暗唱で発表してくれました。態度も内容も、たいへん立派でした。 

この後は、新しい学級の友達や担任と出会いの学活をしたり、大掃除をした

り、また新しい教科書を手にしたりして、進級の実感がいっそう高まったようで

した。 

新しい環境では楽しい中でも疲れは普段以上に出るものです。しばらくは、お子様の体調

管理にいつもより気がけていただけるとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんさん、きらきら １号 
 

令和４年４月１１日 

長崎市立南陽小学校 

学校だより 

校長 寺田 成広 

令和４年度の教職員 

校長     寺田 成広 

教頭     木下 真一郎 

教務主任 田中 英明 

１年１組  木村 貴大 

   ２組  重村 千春 

   ３組  江口 裕子 

２年１組  桐山 里奈 

   ２組  原田 悠希 

３年１組  本村 麻沙子 

   ２組  塩塚 知夏 

４年１組  増本 智美 

   ２組  本多 妙果 

    

５年１組  平山 康弘 

   ２組  中村 和佳奈 

６年１組  伊藤 寛隆 

２組  増永 美喜 

特別支援学級 

ひまわり   田崎 勇   

たんぽぽ   伊藤 貴代 

通級指導教室 

きらきら   清崎 麻貴 

ことば     緒方 利彦 

少人数等  小川 天平 

少人数等  吉本 加代子 

英語専科  森山 景子 

養護      小森 幸江 

栄養      濵口 ひろみ 

事務      士津田 康雅 

庁務員    細田 忠 

支援員     羽淵 弘子 

図書館司書 田原千佳子 

ALT       エル 

EEI       リディア 

光り、輝く、チーム南陽小  ～考えよう、語り合おう～ 


